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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 12,804 0.1 131 △68.0 178 △57.6 76 △64.0

2022年３月期第１四半期 12,789 12.5 411 △24.0 421 △26.3 213 △47.5

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 99百万円（△43.9％） 2022年３月期第１四半期 177百万円（△59.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 36.80 －

2022年３月期第１四半期 102.58 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 42,762 16,841 39.3 8,051.94

2022年３月期 44,502 17,059 38.2 8,157.64

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 16,797百万円 2022年３月期 17,018百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 150.00 150.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予
想）

－ － 150.00 150.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 30,000 △9.3 720 △10.2 700 △13.2 460 △7.0 220.82

通期 64,000 △4.4 1,950 △24.8 1,900 △27.1 1,250 △25.6 600.05

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 2,207,285株 2022年３月期 2,207,285株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 121,086株 2022年３月期 121,047株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 2,086,232株 2022年３月期１Ｑ 2,080,500株

　※注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.7「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大やウクライナ危機の長期

化による燃料価格をはじめとした物価の上昇、急激な円安の進行など、先行きは不透明な状況が続いております。

　建設業界におきましては、公共投資は比較的堅調に推移し、民間設備投資も緩やかな回復の動きがみられます

が、建設資材価格の高騰や調達難、労務単価の上昇など、業界を取り巻く環境は厳しさを増しております。

　こうした状況の中、当社グループはコロナ感染拡大防止策を継続し、技術・品質・価格の総合的な競争力の向上

に努め、ＰＦＩ、大型案件等の受注と利益の確保に積極的に取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が12,804百万円（前年同四半期比0.1％増）となりまし

た。利益につきましては、営業利益131百万円（前年同四半期比68.0％減）、経常利益178百万円（前年同四半期

57.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益76百万円（前年同四半期比64.0％減）となりました。

　また、当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半

期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比

べ、第４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　資産につきましては、現金及び預金が8,200百万円増加しましたが、工事代金の回収により受取手形・完成工事

未収入金等が8,932百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ、1,740百万円減少し42,762百万円とな

りました。

（負債）

　負債につきましては、未成工事受入金が1,087百万円増加しましたが、支払手形・工事未払金等が2,474百万円減

少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ、1,522百万円減少し25,920百万円となりました。

（純資産）

　純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益を76百万円計上しましたが、配当金を317百万円支

払ったことにより、利益剰余金が240百万円減少しました。これらにより、前連結会計年度末に比べ、218百万円減

少し、16,841百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2022年５月13日の「2022年３月期決算短信」で公表いたしました第２四半期連結

累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,514 18,715

受取手形・完成工事未収入金等 20,200 11,267

電子記録債権 158 57

販売用不動産 110 257

未成工事支出金 203 248

材料貯蔵品 18 18

その他 1,749 905

貸倒引当金 △38 △19

流動資産合計 32,916 31,450

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,339 1,316

機械装置及び運搬具（純額） 22 22

工具、器具及び備品（純額） 50 49

土地 7,019 6,771

その他（純額） 11 10

有形固定資産合計 8,443 8,169

無形固定資産

その他 60 56

投資その他の資産

投資有価証券 2,333 2,452

長期貸付金 449 415

繰延税金資産 217 219

長期未収入金 93 95

破産更生債権等 5 5

その他 305 264

貸倒引当金 △323 △368

投資その他の資産合計 3,081 3,085

固定資産合計 11,585 11,311

資産合計 44,502 42,762

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,899 8,425

電子記録債務 4,289 4,159

短期借入金 1,584 1,882

１年内償還予定の社債 214 142

未払法人税等 468 85

未成工事受入金 3,009 4,096

完成工事補償引当金 293 289

工事損失引当金 167 128

賞与引当金 273 98

その他 1,864 2,384

流動負債合計 23,064 21,692

固定負債

社債 500 500

長期借入金 2,372 2,248

繰延税金負債 846 841

再評価に係る繰延税金負債 88 88

役員退職慰労引当金 42 44

株式給付引当金 22 27

退職給付に係る負債 249 227

資産除去債務 25 25

その他 230 224

固定負債合計 4,379 4,228

負債合計 27,443 25,920

純資産の部

株主資本

資本金 2,368 2,368

資本剰余金 3,189 3,189

利益剰余金 11,908 11,667

自己株式 △204 △204

株主資本合計 17,261 17,021

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 226 245

土地再評価差額金 △458 △458

為替換算調整勘定 5 3

退職給付に係る調整累計額 △16 △13

その他の包括利益累計額合計 △243 △223

非支配株主持分 40 43

純資産合計 17,059 16,841

負債純資産合計 44,502 42,762
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 12,789 12,804

売上原価 11,517 11,723

売上総利益 1,272 1,081

販売費及び一般管理費 860 949

営業利益 411 131

営業外収益

受取利息及び配当金 27 31

為替差益 － 56

その他 10 12

営業外収益合計 37 100

営業外費用

支払利息 12 8

支払保証料 3 2

貸倒引当金繰入額 9 42

為替差損 0 －

その他 2 0

営業外費用合計 27 53

経常利益 421 178

特別利益

投資有価証券売却益 － 50

固定資産売却益 0 11

特別利益合計 0 62

特別損失

固定資産除売却損 0 7

投資有価証券評価損 0 －

特別損失合計 0 7

税金等調整前四半期純利益 420 233

法人税等 207 153

四半期純利益 213 79

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 213 76

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 213 79

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37 18

為替換算調整勘定 △1 △1

退職給付に係る調整額 2 3

その他の包括利益合計 △36 19

四半期包括利益 177 99

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 177 96

非支配株主に係る四半期包括利益 0 2

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

セグメント区分

2022年３月期

第１四半期

2023年3月期

第１四半期
増減額 増減率

百万円
構成比

（％）
百万円

構成比

（％）
百万円 （％）

建築事業 9,331 71.2 6,668 68.0 △2,662 △28.5

土木事業 3,773 28.8 3,144 32.0 △629 △16.7

計 13,104 100.0 9,813 100.0 △3,291 △25.1

官公庁 5,317 40.6 3,998 40.7 △1,318 △24.8

民間 7,787 59.4 5,814 59.3 △1,972 △25.3

計 13,104 100.0 9,813 100.0 △3,291 △25.1

区分

受注高

百万円
増減率

（％）

2023年３月期予想 54,000 △0.2

2022年３月期実績 54,116 5.7

３．補足情報

受注の状況（連結）

（１）受注実績内訳

（２）受注予想
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